


















































































































































































































































































































































































● ○ 0 ●
．「処刑物語」全体を述語とし，尊称なきイエスを主語とする根本的なメタファーの熾烈な過
程は人間に「苦しむ神」と端的に出会う（発見されたとして発見する）こと，そしてそのこと
により「人間の自然」を発見することを要求していると考えられる。
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｢イエスは，［・・・］神の支配について語った。［・・・］その際イエスは疑いもなく，人間に対
し（真の）人間を提示した。人間性に思いをいたす神の近さは，人間に人間が呈示される，そのよ
うな出来事以外の何物でもありえない。［・・・］イエスはこのような人間に向かっての人間らし
い配慮において，神の近さを示した。イエスの態度は，まさに彼の宣教と同じく，神の近さを示す
比I1髄であった」(Jiingel『死』168ff.)。イエスの宣教をこのように理解させる聖書の使信はとりわ
けマルコに顕著である。（[…］引用者省略，以下同様）
われわれはペテロをはじめとする弟子たちに対する「イエスの復活」を弟子たちの「幻視体験」で
あると理解する。
v91.大貫『意味』98,青野『十字架神学』279
グノーシス主義との緊張関係もおそらく重要な検討課題なのであろう。
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土岐『言語状況』105以下で詳細な検討がなされている。マタイ26,25のユダの「先生まさかわたし
のことでは」という間へのイエスの答え「シュェイパス（あなたは言った)」はr語るに落ちる
とはそのことだ｣というふうに聞こえる。つまり話者本来の意図を批判的に指し示しているのでは
ないかと思われる。大祭司への応答｢シュエイパスホティエゴーエイミ」もその主旨では
ないかと考えられる。
E･S・フィオレンツァは「本当の弟子たること」についての理解を弟子たちに植え付けていくにも
ZZ4 川崎医会誌一般教，20号(1994)
この三段階の過程が必要であることをマルコが見抜いていることを鋭く掴み出している。「イエス
の苦難,処刑，復活の三つの予告がある。三つの予告には全て同じ文学パターンが続く。予告が告
げられた後には(8,319,3110,33-34),誤解の問題がおき(8,32.339,3210,35.41),代わって
その後に本当の弟子たることの性格に関する教えが続く(8,34.389,33.3710,42-45)E･S・フイ
オレンツア『彼女』443f.
小河『マタイ福音書』101
われわれはこれをヘブル語に改めるべきだという「改釈」に反対する。後注20参照
大貫『父よ』66f.ここには「アバ」(abba)つまり「『わが父よ』と訳されるべき」この呼びかけ
の性格規定としてG･ダルマンの引用「(家庭内で）幼児が父親に向かって用いる純真な呼びかけ」
がされていて，「神に向かって『アパ』(abba)と呼びかけてはばからなかったという点にこそ」「イ
エスの新しさ」があるとされている。しかも「わが父」が「神に対するイエスの通常の表現」であ
るとみなされている。
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大貫隆氏はユダヤ教の「父なる神」の特徴として一，終末論的･律法主義的保留が付されている
こと(メシヤが到来し救いの時が実現するときに，あるいは律法による義がイスラエルの中に行わ
れる時にはじめて神はイスラエルの｢父」となるであろうという応報の約束として)，二，「父なる
神」に「子（ら)」として対応するのが基本的に個人ではなくてイスラエル民族であること，三，
「父」（神）と「子」（人間）との関係は旧約聖書の創造信仰の枠組みの下，両者の絶対的区別を前
提したうえでの表現上の比嚥以上ではない,の三点を提示されている｡大貫a.a.0.62ff.前注10参
照
vg1.拙論『メタファー過程によせて』（本誌別掲)(1)末尾
Jiingel『死』175彼はここに次のテーゼを掲げている，「神が人となられたという信仰は，イエス
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の死の後にはじめて発生したというだけではない。それは，イエスの死において基礎づけられ，は
じめて後からイエスの誕生と結びつけられたのである｣。ユンケルの戦略は「イエスの復活」に過
度に与えられた比重のいく分かを「イエスの死｣へ移すことにあるように見える。その分だけユン
ケルの神は人間に近づき，人間の本質を究めることになる｡o
vgl.上掲拙論(3)冒頭
Jiingela.a.O.182
Jiingela.a.0.182f.
Jungela.a.0.189f.
Jungela.a.0.190f.
それは｢諸音素明瞭の過重強調」というべきであろう。発語内容の素材が群衆のざわめきの中での
十字架上のIIII1きに基づいていること，この内容の報告が報告者の想像力に担われていること，エリ
ヤが何故にテーマになり得たのか[他のテーマのようにこれは詩篇断片の挿入ではないとおもわれ
る］が問われなけばならないこと，これがわれわれの反対の根拠である。
Ｑ
Ｂ
●
８
９
０１
11.
12.
14．
15.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
心
